
令
和
元
年
度

日
本
近
世
文
学
会
春
季
大
会

・
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
研
究
発
表
要
旨

期
日　

六
月
八
日（
土
）・
九
日（
日
）・
十
日（
月
）

会
場　

鶴
見
大
学 

記
念
館

〒
230 –  

8501　

神
奈
川
県
横
浜
市
鶴
見
区
鶴
見
二
―
一
―
三

一
、
出
欠
の
葉
書
を
五
月
十
日
（
金
）必
着
で
お
出
し
く
だ
さ
い
。
欠
席
の
場
合
も
、

名
簿
台
帳
の
資
料
と
い
た
し
ま
す
の
で
、
必
ず
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

一
、
出
張
依
頼
状
を
御
入
用
の
方
は
、
職
名
・
提
出
先
及
び
期
間
を
明
記
の
上
、
学

会
事
務
局
（
慶
應
義
塾
大
学
）
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

一
、
大
会
経
費
は
、
参
加
費
千
円
、
懇
親
会
費
六
千
円
で
す
。

一
、
送
金
は
同
封
の
振
替
用
紙
（
口
座
番
号
〇
二
二
〇
─
二
─
一
四
一
二
一
八　

口

座
名
「
日
本
近
世
文
学
会
春
季
鶴
見
大
学
大
会
」）
で
、
五
月
十
日
（
金
）
ま
で

に
振
り
込
み
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
振
替
用
紙
に
は
、
必
ず
内
訳
を

御
記
入
く
だ
さ
い
。
参
加
費
の
み
の
方
は
、
当
日
会
場
で
も
申
し
受
け
ま
す
。

一
、
三
日
目
（
六
月
十
日
）
の
文
学
実
地
踏
査
は
、
特
に
専
用
貸
切
バ
ス
等
の
用
意 

は
い
た
し
ま
せ
ん
。
各
自
・
各
グ
ル
ー
プ
で
お
回
り
く
だ
さ
い
。

一
、
同
封
の
振
替
用
紙
に
よ
る
年
会
費
の
振
り
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。
年
会
費
の
振

込
用
紙
は
『
近
世
文
藝
』
の
末
尾
に
綴
じ
込
ん
で
い
ま
す
。

一
、
宿
泊
等
に
つ
い
て
は
、
各
自
、
早
め
に
ご
手
配
く
だ
さ
い
。

一
、
会
場
受
付
に
て
「
託
児
料
金
補
助
申
請
書
」
を
配
布
い
た
し
ま
す
。
該
当
す
る

会
員
の
方
は
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

一
、
お
急
ぎ
の
御
用
は
左
記
へ
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
本
近
世
文
学
会
春
季
鶴
見
大
学
大
会
事
務
局

鶴
見
大
学
文
学
部　

日
本
文
学
科　

神
林
尚
子
研
究
室

〒
230 –  

8501　

神
奈
川
県
横
浜
市
鶴
見
区
鶴
見
二
―
一
―
三　

 

鶴
見
大
学
六
号
館

電
話　

〇
四
五
―
五
八
〇
―
八
一
〇
七
（
研
究
室
直
通
）

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

kanbayashi-n@
tsurum

i-u.ac.jp
※
会
場
校
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
大
会
二
日
目
の
会
場
校
に
よ
る
昼
食
（
弁
当
）
の

提
供
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
同
様
の
理
由
か
ら
、
不

参
加
者
用
の
発
表
資
料
送
付
も
お
こ
な
い
ま
せ
ん
。
会
員
各
位
の
ご
理
解
ご
諒
解

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
事
務
局
）



日
本
近
世
文
学
会
春
季
大
会
の
ご
案
内

会
員
の
皆
様
に
は
時
下
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
令
和
元
年
度
春
季
大
会
を
左
記
の
通
り
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
三
十
一
年
四
月
二
十
日

【
会
　
場
】
鶴
見
大
学

【
行
　
事
】

第
一
日
　
六
月
八
日
（
土
）

委
員
会
（
一
二
・
二
〇
〜
一
三
・
四
〇
）

委
員
会
会
場
　
記
念
館
二
階
　
第
二
講
堂

大
会
受
付
（
一
三
・
〇
〇
）

開
会
時
間
（
一
四
・
〇
〇
）

研
究
発
表
会
（
一
四
・
一
〇
〜
一
五
・
五
〇
）

研
究
発
表
会
会
場
　
記
念
館
地
下
二
階
　
記
念
ホ
ー
ル

1　

那
珂
通
高
『
文
法
捷
径
』
に
み
る
幕
末
志
士
の
浄
瑠
璃
評
釈	

東
京
大
学
（
院
）　

川　

下　

俊　

文

2　

近
世
小
説
に
お
け
る
章
回
形
式	

盛
岡
大
学　

紅　

林　

健　

志

3　

広
瀨
淡
窓
と
『
八
犬
伝
』	

明
治
大
学
名
誉
教
授　

徳　

田　
　
　

武

日
本
近
世
文
学
会
賞
授
賞
式
・
総
会
（
一
六
・
〇
〇
〜
一
七
・
三
〇
）

懇
　
親
　
会
（
一
八
・
〇
〇
〜
二
〇
・
〇
〇
）

懇
親
会
会
場
　
記
念
館
一
階
　
大
学
食
堂

日
本
近
世
文
学
会
春
季
大
会
会
場
校
代
表　

神
　
林
　
尚
　
子

日
本
近
世
文
学
会
事
務
局
代
表　

津
　
田
　
眞
　
弓

〔
事
務
局
連
絡
先
〕

〒
223 –   

8521　

神
奈
川
県
横
浜
市
港
北
区
日
吉
四
―
一
―
一

慶
應
義
塾
大
学
経
済
学
部　

津
田
眞
弓
研
究
室

電
話　

〇
四
五
―
五
六
六
―
一
一
八
二

e-m
ail  info@

kinseibungakukai.com



第
二
日
　
六
月
九
日
（
日
）

大
会
受
付
（
一
〇
・
〇
〇
）

研
究
発
表
会
　
午
前
の
部
（
一
〇
・
三
〇
〜
一
二
・
一
〇
）

研
究
発
表
会
会
場
　
記
念
館
地
下
二
階
　
記
念
ホ
ー
ル

4　
『
聚
楽
行
幸
記
』
諸
本
考
―
伝
本
の
整
理
を
中
心
に
―	

北
海
道
大
学
（
院
）　

竹　

内　

洪　

介

5　

賀
茂
真
淵
の
有
職
故
実
研
究	

県
立
広
島
大
学　

高　

松　

亮　

太

6　

後
水
尾
院
歌
壇
と
親
王
門
跡	

学
習
院
大
学　

鈴　

木　

健　

一

昼
　
休
　
み
（
一
二
・
一
〇
〜
一
三
・
三
〇
）

編
集
委
員
会
会
場
　
記
念
館
二
階
　
セ
ミ
ナ
ー
室
二
―
一

研
究
発
表
会
　
午
後
の
部
（
一
三
・
三
〇
〜
一
五
・
一
〇
）

7　
『
異
本
洞
房
語
園
』
の
諸
本
と
そ
の
受
容	

大
東
急
記
念
文
庫　

長　

田　

和　

也

8　

大
小
暦
と
二
世
祇
徳
―
浮
世
絵
と
俳
諧
の
関
連
―	

同
志
社
大
学　

神　

谷　

勝　

広

9　

合
巻
の
相
板
元
―
馬
琴
と
種
彦
の
ト
レ
ー
ド
―	

実
践
女
子
大
学　

佐　

藤　
　
　

悟

閉
　
　
　
会
（
一
五
・
一
〇
）

第
三
日
　
六
月
十
日
（
月
）

文
学
実
地
踏
査
　
各
自
・
各
グ
ル
ー
プ
で
お
回
り
く
だ
さ
い
。

図
書
展
示
　
日
本
近
世
文
学
会
開
催
記
念
展
示

日
時
　
五
月
二
十
五
日
（
土
）
～
六
月
十
日
（
月
）

学
会
開
催
期
間
中
、六
月
八
日（
土
）は
八
・
五
〇
～
一
八
・
〇
〇
開
館
、九
日（
日
）は
九
・
三
〇
～
一
六
・
三
〇
開
館（
一
階
展
示
ス
ペ
ー
ス
の
み
）、十
日（
月
）

は
八
・
五
〇
～
二
一
・
〇
〇
開
館
と
な
っ
て
い
ま
す
。

場
所
　
鶴
見
大
学
図
書
館
一
階　

エ
ン
ト
ラ
ン
ス

※
会
場
に
て
『
近
世
文
藝
』
九
七
号
・
九
八
号
を
無
料
配
布
い
た
し
ま
す
。



那
珂
通
高『
文
法
捷
径
』に
み
る
幕
末
志
士
の
浄
瑠
璃
評
釈

東
京
大
学
（
院
）　

川　

下　

俊　

文

　

盛
岡
藩
校
作
人
館
教
授
・
那
珂
通
高
（
一
八
二
七
―
七
九
）
は
、
幕

末
期
に
尊
攘
派
志
士
と
し
て
活
動
し
、
吉
田
松
陰
・
宮
部
鼎
蔵
の
東
北

巡
遊
に
同
行
し
た
。
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
序
を
も
つ
『
文
法
捷
径
』

二
巻
は
、浄
瑠
璃
作
品
五
段
（『
太
平
記
忠
臣
講
釈
』『
双
蝶
々
曲
輪
日
記
』

『
菅
原
伝
授
手
習
鑑
』『
傾
城
阿
波
の
鳴
門
』『
関
取
千
両
幟
』）
を
選
び
、

圏
点
と
漢
文
の
割
注
を
付
し
て
評
釈
し
た
書
で
あ
る
。
通
高
は
浄
瑠
璃

の
文
章
を
『
史
記
』
や
『
漢
書
』
と
比
較
し
、
伝
記
的
な
文
章
構
成
法

を
分
析
し
て
い
る
。
こ
の
独
特
な
評
釈
は
な
ぜ
生
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

松
陰
の
『
東
北
游
日
記
』
に
は
、三
人
が
旅
中
に
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』

の
浄
瑠
璃
を
聴
い
て
感
泣
し
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
彼
ら
は
浄
瑠
璃

を
忠
臣
義
士
の
伝
と
し
て
享
受
し
、
悲
憤
慷
慨
の
具
と
し
て
愛
好
し
た

の
で
あ
る
。
そ
し
て
通
高
自
身
も
、
藩
の
重
臣
を
標
的
と
し
た
斬
奸
を

企
て
て
お
り
、
松
陰
た
ち
は
通
高
の
伝
記
を
著
し
て
義
挙
を
喧
伝
し
よ

う
と
準
備
を
進
め
て
い
た
。
義
挙
・
立
伝
へ
の
欲
求
と
、
悲
憤
慷
慨
の

た
め
の
浄
瑠
璃
愛
好
は
、
彼
ら
志
士
に
と
っ
て
通
底
す
る
も
の
だ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
通
高
が
あ
え
て
卑
近
な
浄
瑠
璃
を
評
釈
し
た
動
機
は
、
自
序

に
よ
れ
ば
師
・
森
田
節
斎
の
教
授
法
に
倣
っ
た
も
の
で
、
そ
の
姿
勢
は

維
新
後
の
論
説
「
授
文
法
須
自
卑
説
」（『
洋
々
社
談
』
一
四
号
、
明
治

九
年
）
で
も
持
続
さ
れ
て
い
る
。
通
高
の
試
み
は
幕
末
志
士
の
特
質
に

の
み
回
収
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
頼
山
陽
・
森
田
節
斎
か
ら
通
高
へ

と
至
る
漢
学
の
系
譜
に
位
置
付
け
ら
れ
、
明
治
期
に
お
け
る
洋
々
社
同

人
と
し
て
の
活
動
に
ま
で
繋
が
る
の
で
あ
る
。

近
世
小
説
に
お
け
る
章
回
形
式

盛
岡
大
学　

紅　

林　

健　

志

　

本
発
表
で
は
、
近
世
小
説
に
お
け
る
章
回
形
式
の
導
入
に
つ
い
て
考

え
る
。
章
回
形
式
は
『
三
国
志
演
義
』
や
『
水
滸
伝
』
等
の
中
国
白
話

小
説
が
採
る
形
式
で
あ
る
。「
第
何
回
」
と
い
う
序
数
と
、
対
句
の
章
題

を
各
章
に
も
つ
。
ま
た
各
回
の
お
わ
り
に
波
乱
が
あ
り
、
次
回
に
興
味

を
つ
な
げ
て
ゆ
く
手
法
を
と
る
の
も
特
徴
の
ひ
と
つ
で
あ
る
（
こ
れ
を

俗
に
「
引
き
」
と
い
う
）。
し
か
し
、『
三
国
志
演
義
』
の
翻
訳
『
通
俗

三
国
志
』（
元
禄
二
年
〈
一
六
八
九
〉
刊
）
は
、「
第
何
回
」
を
使
用
し

な
い
。
各
回
を
二
章
に
分
か
ち
、
ま
た
、
末
尾
の
「
引
き
」
も
踏
襲
し

な
い
。『
水
滸
伝
』の
翻
訳『
通
俗
忠
義
水
滸
伝
』（
宝
暦
七
年〈
一
七
五
七
〉

刊
）
も
、
同
様
に
「
第
何
回
」
を
使
用
せ
ず
、
各
回
を
二
章
に
分
か
つ
。

こ
れ
に
つ
い
て
本
発
表
は
以
下
の
よ
う
に
考
え
る
。
こ
れ
ら
通
俗
本
は

日
本
の
軍
記
の
形
式
に
倣
う
。
日
本
の
軍
記
は
一
章
一
内
容
と
い
う
原

則
を
も
つ
。
章
回
形
式
は
こ
の
原
則
に
相
容
れ
な
い
た
め
、
採
用
さ
れ

な
か
っ
た
。

　

こ
れ
が
変
化
す
る
の
は
、
西
田
維
則
の
訳
業
以
降
で
あ
る
。
維
則
は

中
国
小
説
の
新
し
さ
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
こ
と
に
つ
と
め
た
。
章

回
形
式
の
導
入
も
そ
の
一
環
で
あ
る
。
し
か
し
、
初
期
読
本
で
は
章
回

形
式
の
採
用
例
は
少
な
い
。
後
期
読
本
に
な
り
、
次
第
に
浸
透
し
て
ゆ

く
が
、
後
期
読
本
の
章
題
は
趣
向
を
凝
ら
し
た
も
の
が
多
く
、
章
回
形

式
も
あ
く
ま
で
そ
の
一
種
に
す
ぎ
な
い
。
た
だ
、
読
本
が
中
編
か
ら
長

編
に
移
行
す
る
に
従
い
、
次
第
に
読
本
の
章
形
式
と
し
て
主
要
な
位
置

を
占
め
て
ゆ
く
。

　

以
上
の
内
容
を
章
形
式
と
目
録
の
機
能
的
側
面
に
注
目
し
、
具
体
例

を
あ
げ
述
べ
る
。



広
瀨
淡
窓
と
『
八
犬
伝
』

明
治
大
学
名
誉
教
授　

徳　

田　
　

武

　

広
瀨
淡
窓
に
「
小
説
を
読
む
」
と
い
う
雑
言
古
詩
（
全
一
三
二
字
）

が
あ
る
（『
遠
思
楼
詩
鈔
』
初
編
上
）。『
詩
鈔
』
で
は
、
そ
の
七
首
前
に

文
政
三
年
七
月
、
原
古
処
・
采
蘋
父
子
が
咸
宜
園
を
訪
れ
た
際
の
作
が

あ
り
、
そ
の
後
に
詩
題
に
「
暮
春
」「
秋
夜
」（
と
も
に
文
政
四
年
の
作

か
）
の
語
が
入
る
作
が
続
き
、「
秋
夜
」
の
直
後
に
こ
の
詩
が
配
置
さ
れ

て
い
る
所
か
ら
推
し
て
、
早
く
て
文
政
四
年
秋
冬
、
遅
く
と
も
同
五
年

に
掛
け
て
の
作
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
内
容
は
、
間
近
に
住
ん
で
は
い

る
が
、
な
か
な
か
思
い
が
伝
え
ら
れ
な
い
佳
人
が
郎
君
と
よ
う
や
く
逢

瀬
を
迎
え
て
、
一
夜
の
歓
び
を
極
め
る
が
、
誓
い
や
容
姿
が
移
ろ
う
の

を
予
感
し
て
、
更
に
誓
い
の
固
さ
を
求
め
、
最
後
に
郎
君
が
帰
還
し
て

く
れ
る
よ
う
訴
え
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
内
容
は
、
女

性
の
衷
情
を
綿
々
と
哀
訴
す
る
も
の
、
と
要
約
で
き
る
が
、
こ
う
し
た

内
容
を
含
む
小
説
を
同
じ
頃
に
求
め
る
と
、『
八
犬
伝
』
第
二
十
五
回
、

浜
路
が
犬
塚
信
乃
に
哀
訴
す
る
、
有
名
な
場
面
が
想
起
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
第
二
十
五
回
を
含
む
第
三
輯
は
文
政
二
年
正
月
の
刊
行
で
あ
り
（
国

会
図
書
館
本
刊
記
）、
淡
窓
が
「
小
説
を
読
む
」
を
作
っ
た
時
期
と
近
い

の
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
淡
窓
の
こ
の
作
は
、『
八
犬
伝
』
第
二
十
五
回

の
内
容
を
踏
ま
え
て
作
っ
た
可
能
性
が
強
い
の
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、

こ
の
作
は
、
松
川
北
渚
が
「
先
生
も
亦
た
時
有
り
て
綺
語
を
作な

す
」
と

評
し
た
よ
う
に
、
あ
の
固
い
儒
者
詩
人
淡
窓
が
俗
文
学
（
小
説
）
の
柔

ら
か
い
場
面
を
意
識
し
て
作
っ
た
作
品
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

雅
俗
の
両
文
学
が
融
合
す
る
所
に
成
っ
た
稀
有
な
作
品
だ
、
と
評
価
で

き
る
の
で
あ
る
。

『
聚
楽
行
幸
記
』
諸
本
考 

―
伝
本
の
整
理
を
中
心
に
―北

海
道
大
学
（
院
）　

竹　

内　

洪　

介

　

天
正
十
六
年
四
月
、
後
陽
成
天
皇
は
前
年
に
落
成
し
た
聚
楽
第
に
行

幸
し
た
。
そ
れ
は
関
白
豊
臣
秀
吉
の
権
力
を
誇
示
す
る
一
大
行
事
で
あ

り
、
政
治
的
・
文
化
的
に
重
大
な
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
秀

吉
は
御
伽
衆
大
村
由
己
に
命
じ
て
『
聚
楽
行
幸
記
』
を
記
さ
せ
、
そ
れ

を
後
陽
成
天
皇
や
足
利
義
昭
に
贈
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
重
要
性

か
ら
本
書
は
主
に
歴
史
学
の
見
地
よ
り
論
じ
ら
れ
た
が
、
未
だ
正
確
な

伝
本
の
整
理
は
な
か
っ
た
。
本
書
は
後
に
太
閤
記
物
の
嚆
矢
で
あ
る『
天

正
記
』
に
収
録
さ
れ
、
国
文
学
的
に
も
大
き
な
価
値
を
有
す
る
。
以
上

の
点
か
ら
、
本
書
の
諸
本
調
査
と
そ
の
整
理
は
極
め
て
重
大
な
課
題
で

あ
る
。

　

そ
の
問
題
点
に
鑑
み
、発
表
者
は
石
塚
晴
通
氏
と
の
共
著
に
よ
る
「
大

阪
城
天
守
閣
『
聚
楽
行
幸
記
』
解
題
・
翻
刻
」（『
古
代
中
世
文
学
論
考
』

第
38
集
、
新
典
社
）
で
、
大
阪
城
天
守
閣
本
が
そ
の
料
紙
と
装
訂
の
特

質
か
ら『
聚
楽
行
幸
記
』の
原
本
の
一
つ
と
見
な
せ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

そ
れ
を
踏
ま
え
本
発
表
で
は
、『
聚
楽
行
幸
記
』
諸
本
の
調
査
と
整
理

を
行
い
、
本
書
が
後
陽
成
天
皇
・
足
利
義
昭
送
付
本
系
統
と
豊
臣
秀
吉

手
控
本
系
統
の
二
系
統
に
大
別
さ
れ
る
こ
と
を
中
心
に
、
大
阪
城
天
守

閣
本
・
尊
経
閣
文
庫
本
が
二
系
統
そ
れ
ぞ
れ
の
祖
本
で
あ
る
こ
と
を
示

す
。
ま
た
、
蓬
左
文
庫
本
に
存
在
す
る
朱
印
は
模
刻
に
よ
る
印
で
あ
る

こ
と
、
奏
覧
本
の
副
本
と
見
な
さ
れ
て
き
た
東
山
御
文
庫
本
が
実
は
そ

う
で
は
な
か
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
『
聚
楽
行
幸
記
』
の
成
立
時
期
が
従

来
示
さ
れ
て
き
た「
五
月
末
」で
な
い
こ
と
等
を
指
摘
し
、そ
の
上
で『
聚

楽
行
幸
記
』
の
全
体
像
と
展
開
の
様
相
、
そ
し
て
各
伝
本
の
特
徴
に
つ

い
て
解
明
す
る
。



賀
茂
真
淵
の
有
職
故
実
研
究

県
立
広
島
大
学　

高　

松　

亮　

太

　

賀
茂
真
淵
が
田
安
宗
武
の
和
学
御
用
に
任
じ
ら
れ
た
の
は
、
延
享
三

年
（
一
七
四
六
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
宗
武
が
真
淵
に
求
め

て
い
た
も
の
が
、
有
職
故
実
に
関
す
る
豊
か
な
学
殖
で
あ
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
は
、
既
に
国
文
学
研
究
資
料
館
寄
託
田
藩
文
庫
所
蔵
資
料
に
基

づ
く
鈴
木
淳
の
重
要
な
示
唆
が
備
わ
る
（「
田
藩
文
庫
考
」『
田
藩
文
庫

目
録
と
研
究
』
等
）。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ま
で
の
真
淵
研
究
に
お
い
て
は
、

古
典
注
釈
や
歌
学
、
思
想
な
ど
に
関
す
る
多
大
な
蓄
積
が
あ
る
も
の
の
、

和
学
御
用
と
し
て
の
側
面
に
つ
い
て
十
全
な
言
及
が
な
さ
れ
て
き
た
と

は
言
い
難
い
。

　

本
発
表
で
は
、
和
学
御
用
と
し
て
の
真
淵
の
活
動
に
焦
点
を
絞
り
、

ま
ず
は
彼
の
著
作
や
奥
書
資
料
、
書
入
資
料
な
ど
に
基
づ
き
、
有
職
故

実
研
究
に
関
す
る
事
蹟
を
年
代
順
に
辿
り
な
が
ら
、
真
淵
伝
の
間
隙
を

埋
め
て
い
く
。

　

続
い
て
、
そ
の
研
究
の
多
く
が
主
と
し
て
宗
武
の
垂
問
に
よ
っ
て
、

と
き
に
は
宗
武
と
協
力
し
な
が
ら
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
す
る
と

と
も
に
、
二
人
の
協
力
体
制
が
生
ん
だ
成
果
が
、
互
い
の
著
作
に
反
映

し
て
い
る
こ
と
を
具
体
的
に
提
示
し
、
特
に
真
淵
の
学
問
に
お
け
る
宗

武
の
存
在
の
大
き
さ
を
強
調
す
る
。

　

さ
ら
に
、
真
淵
の
有
職
故
実
研
究
、
特
に
装
束
研
究
と
源
氏
物
語
研

究
が
連
動
す
る
形
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
う
え
で
、『
源
氏

物
語
新
釈
』
が
長
年
に
わ
た
る
装
束
研
究
の
成
果
を
取
り
込
ん
だ
注
釈

書
で
あ
っ
た
と
い
う
一
つ
の
特
色
を
示
し
、
彼
の
古
典
学
に
お
け
る
有

職
故
実
研
究
の
意
義
付
け
を
行
い
た
い
。

後
水
尾
院
歌
壇
と
親
王
門
跡

学
習
院
大
学　

鈴　

木　

健　

一

　

後
水
尾
院
歌
壇
の
研
究
は
蓄
積
さ
れ
て
お
り
、
天
皇
と
臣
下
の
関
わ

り
が
さ
ま
ざ
ま
に
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
本
発
表
で
は
そ
こ
に
親
王
門

跡
が
ど
う
関
わ
る
か
を
探
究
す
る
。
時
系
列
に
即
し
な
が
ら
、
歌
壇
の

始
発
か
ら
終
焉
ま
で
親
王
門
跡
の
あ
り
か
た
を
総
合
的
か
つ
個
別
に
捉

え
て
い
き
た
い
。

　

初
の
親
王
御
所
和
歌
御
会
で
も
、
空
性
・
興
意
・
良
恕
法
親
王
が
出

席
し
た
。
十
五
歳
の
若
き
親
王
の
後
見
役
と
し
て
出
席
し
た
の
で
あ
ろ

う
。

　

そ
し
て
、
後
水
尾
院
は
弟
の
堯
然
・
道
晃
法
親
王
に
対
し
て
親
し
い

感
情
を
抱
い
て
い
た
。
和
歌
に
熱
心
な
こ
の
二
人
に
古
今
伝
受
を
授
け

た
い
と
考
え
た
の
は
後
水
尾
院
に
と
っ
て
自
然
な
こ
と
だ
っ
た
ろ
う
。

さ
ら
に
、
よ
り
若
く
初
学
の
頃
か
ら
指
導
に
関
わ
っ
た
と
い
う
点
で
、

道
晃
法
親
王
へ
の
親
近
感
は
一
入
だ
っ
た
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
と
、当
代
・

後
代
に
お
い
て
歌
人
と
し
て
の
評
価
が
道
晃
法
親
王
の
方
が
高
く
な
る

こ
と
と
は
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
道
晃
法
親
王
の
方
に

よ
り
歌
才
が
あ
り
、
後
水
尾
院
は
そ
れ
を
見
込
ん
で
さ
ら
に
磨
き
を
か

け
る
べ
く
、指
導
を
綿
密
に
行
っ
た
と
い
う
点
も
見
逃
せ
ま
い
。
年
齢
差
、

個
々
の
才
能
、
教
育
過
程
と
そ
の
質
と
い
っ
た
要
素
が
関
連
し
合
い
な

が
ら
、
両
法
親
王
へ
の
指
導
は
進
ん
で
い
っ
た
。

　

当
時
の
堂
上
歌
壇
に
つ
い
て
は
、
天
皇
と
臣
下
と
い
う
二
項
対
立
で

捉
え
る
の
で
は
な
く
、
そ
こ
に
親
王
門
跡
と
い
う
存
在
を
想
定
し
て
い

く
こ
と
で
、
よ
り
親
密
な
空
間
が
中
核
に
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
、

歌
壇
の
あ
り
か
た
が
実
態
に
即
し
た
形
で
立
体
的
に
把
握
で
き
る
。



『
異
本
洞
房
語
園
』
の
諸
本
と
そ
の
受
容

大
東
急
記
念
文
庫　

長　

田　

和　

也

　

吉
原
に
関
す
る
写
本
随
筆
『
異
本
洞
房
語
園
』（
享
保
五
年
序
）
が
転

写
の
過
程
で
増
補
さ
れ
、『
北
女
閭
起
原
』
と
改
題
さ
れ
た
こ
と
は
夙
に

知
ら
れ
る
。
戯
作
者
た
ち
の
『
異
本
洞
房
語
園
』
利
用
に
つ
い
て
、
例

え
ば
式
亭
三
馬
は「
て
う
ち
ん
の
ぼ
う
は
し
や
べ
つ
あ
り
。
女
郎
や
は
鉄
、

あ
げ
や
は
木
、
ふ
な
宿
は
竹
な
る
よ
し
北
女
閭
紀
原
に
見
え
た
り
」（『
大

尽
舞
花
街
始
』
文
化
六
年
刊
）
と
明
言
す
る
。
三
馬
作
品
の
『
異
本
洞

房
語
園
』（『
北
女
閭
起
原
』）
利
用
の
実
態
を
検
証
す
る
上
で
は
、「
三

馬
按
」
か
ら
始
ま
る
増
補
記
事
の
あ
る
本
に
拠
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
三
馬
旧
蔵
本
を
紹
介
し
た
と
さ
れ
る
『
珍
書
刊
行
会
叢
書
』
第
一

冊
（
大
正
四
年
）
は
翻
刻
の
際
に
七
種
の
諸
本
で
本
文
が
校
合
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
三
馬
増
補
記
事
の
あ
る
現
存
写
本
三
点
は
本
文
系
統
が
異

な
る
。
三
馬
が
自
作
に
利
用
し
た
本
が
い
ず
れ
の
系
統
の
本
か
吟
味
す

る
必
要
が
あ
る
。

　

本
発
表
で
は
『
異
洞
房
語
園
』
現
存
写
本
に
つ
い
て
、
改
題
後
も
同

系
統
の
本
文
で
書
名
「
洞
房
語
園
」
の
本
が
並
行
し
て
流
通
し
て
い
た

こ
と
や
、
天
明
期
に
記
事
を
増
補
し
た
と
さ
れ
る
俳
人
徒
流
が
享
和
二

年
頃
に
再
び
増
補
を
行
っ
て
い
た
こ
と
等
を
踏
ま
え
て
諸
本
系
統
を
整

理
し
、
三
馬
が
ど
の
系
統
の
本
を
目
に
し
て
い
た
か
指
摘
す
る
。

　

ま
た
三
亭
春
馬
か
ら
譲
ら
れ
た
『
異
本
洞
房
語
園
』
を
蔵
し
て
い
た

笠
亭
仙
果
が
別
本
に
よ
っ
て
記
事
を
補
記
し
、
そ
の
部
分
を
春
馬
が
仙

果
・
春
馬
合
作
『
店
三
絃
緒
連
弾
』（
天
保
九
年
刊
）
に
引
用
し
た
こ
と

を
指
摘
し
て
、
仲
間
内
で
の
『
異
本
洞
房
語
園
』
回
覧
校
合
の
過
程
で

作
者
た
ち
が
作
品
の
趣
向
を
得
て
い
た
受
容
の
実
態
を
例
示
し
た
い
。

後
水
尾
院
歌
壇
と
親
王
門
跡

学
習
院
大
学　

鈴　

木　

健　

一

　

後
水
尾
院
歌
壇
の
研
究
は
蓄
積
さ
れ
て
お
り
、
天
皇
と
臣
下
の
関
わ

り
が
さ
ま
ざ
ま
に
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
本
発
表
で
は
そ
こ
に
親
王
門

跡
が
ど
う
関
わ
る
か
を
探
究
す
る
。
時
系
列
に
即
し
な
が
ら
、
歌
壇
の

始
発
か
ら
終
焉
ま
で
親
王
門
跡
の
あ
り
か
た
を
総
合
的
か
つ
個
別
に
捉

え
て
い
き
た
い
。

　

初
の
親
王
御
所
和
歌
御
会
で
も
、
空
性
・
興
意
・
良
恕
法
親
王
が
出

席
し
た
。
十
五
歳
の
若
き
親
王
の
後
見
役
と
し
て
出
席
し
た
の
で
あ
ろ

う
。

　

そ
し
て
、
後
水
尾
院
は
弟
の
堯
然
・
道
晃
法
親
王
に
対
し
て
親
し
い

感
情
を
抱
い
て
い
た
。
和
歌
に
熱
心
な
こ
の
二
人
に
古
今
伝
受
を
授
け

た
い
と
考
え
た
の
は
後
水
尾
院
に
と
っ
て
自
然
な
こ
と
だ
っ
た
ろ
う
。

さ
ら
に
、
よ
り
若
く
初
学
の
頃
か
ら
指
導
に
関
わ
っ
た
と
い
う
点
で
、

道
晃
法
親
王
へ
の
親
近
感
は
一
入
だ
っ
た
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
と
、当
代
・

後
代
に
お
い
て
歌
人
と
し
て
の
評
価
が
道
晃
法
親
王
の
方
が
高
く
な
る

こ
と
と
は
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
道
晃
法
親
王
の
方
に

よ
り
歌
才
が
あ
り
、
後
水
尾
院
は
そ
れ
を
見
込
ん
で
さ
ら
に
磨
き
を
か

け
る
べ
く
、指
導
を
綿
密
に
行
っ
た
と
い
う
点
も
見
逃
せ
ま
い
。
年
齢
差
、

個
々
の
才
能
、
教
育
過
程
と
そ
の
質
と
い
っ
た
要
素
が
関
連
し
合
い
な

が
ら
、
両
法
親
王
へ
の
指
導
は
進
ん
で
い
っ
た
。

　

当
時
の
堂
上
歌
壇
に
つ
い
て
は
、
天
皇
と
臣
下
と
い
う
二
項
対
立
で

捉
え
る
の
で
は
な
く
、
そ
こ
に
親
王
門
跡
と
い
う
存
在
を
想
定
し
て
い

く
こ
と
で
、
よ
り
親
密
な
空
間
が
中
核
に
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
、

歌
壇
の
あ
り
か
た
が
実
態
に
即
し
た
形
で
立
体
的
に
把
握
で
き
る
。

大
小
暦
と
二
世
祇
徳 

―
浮
世
絵
と
俳
諧
の
関
連
―

同
志
社
大
学　

神　

谷　

勝　

広

　

浮
世
絵
に
お
け
る
錦
絵
誕
生
は
、
明
和
初
期
の
大
小
暦
（
月
の
大
小

を
絵
な
ど
で
工
夫
し
表
現
し
た
暦
）
流
行
が
契
機
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

そ
の
流
行
を
主
導
し
た
と
さ
れ
て
き
た
巨
川
（
旗
本
大
久
保
忠
舒
）・
莎

鶏
（
旗
本
阿
部
正
寛
）
の
文
化
的
背
景
に
は
不
明
な
部
分
が
多
く
、
ま

た
流
行
後
（
明
和
中
期
か
ら
天
明
初
期
）
の
大
小
暦
の
制
作
・
配
布
に

関
し
て
も
具
体
的
に
検
証
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　

今
回
、巨
川
が
宝
暦
八
年
刊
の
絵
俳
書
『
世
諺
拾
遺
』
を
編
集
し
た
際
、

江
戸
座
俳
諧
の
祇
貞
（
後
の
二
世
祇
徳
）
の
協
力
が
あ
っ
た
こ
と
、
莎

鶏
の
俳
諧
の
師
が
二
世
祇
徳
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
で
き
た
。
つ
ま
り
、

巨
川
・
莎
鶏
と
二
世
祇
徳
の
間
に
は
、
大
小
暦
流
行
以
前
か
ら
俳
諧
に

絡
ん
で
深
い
繋
が
り
が
あ
っ
た
。
大
小
暦
流
行
の
主
導
者
と
さ
れ
て
き

た
巨
川
・
莎
鶏
の
背
後
に
は
、
二
世
祇
徳
の
支
え
が
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

　

大
小
暦
は
、
明
和
初
期
の
流
行
後
も
制
作
・
配
布
さ
れ
て
い
る
。
東

京
国
立
博
物
館
所
蔵
張
込
帖
「
大
小
暦
類
聚
」
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

明
和
中
期
か
ら
天
明
初
期
に
か
け
て
、
二
世
祇
徳
と
彼
の
歳
旦
帖
の
入

句
者
十
六
名
が
大
小
暦
制
作
に
関
わ
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
大
和
郡
山

藩
前
藩
主
柳
沢
米
翁
の
日
記
か
ら
、
二
世
祇
徳
周
辺
で
は
大
小
暦
が
継

続
的
に
配
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
に
で
き
た
。

　

二
世
祇
徳
周
辺
が
関
与
し
た
大
小
暦
の
流
行
は
、
錦
絵
を
誕
生
さ
せ

る
契
機
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
二
世
祇
徳
ら
は
、
多
色
化
し
た
大
小
暦

の
制
作
・
配
布
を
続
け
、
俳
壇
の
維
持
・
拡
大
を
図
っ
て
も
い
る
。
浮

世
絵
と
俳
諧
の
分
野
的
な
関
連
は
、
従
来
の
想
定
よ
り
も
深
い
。



合
巻
の
相
板
元 

―
馬
琴
と
種
彦
の
ト
レ
ー
ド
―

実
践
女
子
大
学　

佐　

藤　
　

悟

　

曲
亭
馬
琴
『
近
世
物
之
本
江
戸
作
者
部
類
』
に
は
、
馬
琴
が
三
代
目

西
村
屋
与
八
（
永
寿
堂
）
か
ら
初
め
て
合
巻
を
刊
行
す
る
い
き
さ
つ
に

つ
い
て
、「
文
政
の
初
の
頃
い
つ
み
屋
市
兵
衛
鶴
屋
喜
右
衛
門
を
紹
介
と

し
て
曲
亭
が
り
初
て
来
訪
し
て
馬
琴
に
新
作
の
合
巻
冊
子
を
刊
行
せ
ま

く
ほ
し
と
て
乞
ひ
し
か
は
馬
琴
や
う
や
く
う
け
引
け
り
」
と
、
和
泉
屋

市
兵
衛
（
甘
泉
堂
）
と
鶴
屋
喜
右
衛
門
の
紹
介
で
あ
っ
た
こ
と
を
記
す
。

　

こ
の
記
事
に
該
当
す
る
馬
琴
の
合
巻
は
文
政
六
年
刊
『
女
夫
織
玉
川

晒
布
』
で
あ
る
。
見
返
し
や
奥
目
録
に
は
西
村
屋
板
で
あ
る
こ
と
が
明

示
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
下
巻
表
紙
に
は
「
甘
泉
堂
／
永
寿
堂
／
梓
」
と

和
泉
屋
と
の
相
板
で
あ
る
こ
と
を
記
す
。
文
政
六
年
刊
、
柳
亭
種
彦
『
水

木
舞
扇
猫
骨
』
は
種
彦
が
初
め
て
和
泉
屋
か
ら
刊
行
し
た
合
巻
で
あ
る
。

表
紙
や
奥
目
録
か
ら
和
泉
屋
板
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
が
、
上
巻

と
下
巻
の
見
返
し
に
は
「
永
寿
堂
／
甘
泉
堂
／
合
梓
」
と
記
さ
れ
る
。

西
村
屋
が
和
泉
屋
に
種
彦
を
紹
介
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
あ
た
か
も
二
つ

の
板
元
が
お
互
い
の
主
力
作
者
を
交
換
す
る
か
の
よ
う
に
し
て
刊
行
し

た
観
が
あ
る
。

　

合
巻
が
相
板
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
る
の
は
文
化
前
期
か
ら
見
ら
れ
る

現
象
で
あ
る
が
、
不
明
な
点
が
多
い
。
文
政
六
年
の
こ
の
動
き
に
つ
い

て
は
、
馬
喰
町
の
西
村
屋
と
芝
神
明
前
の
和
泉
屋
が
お
互
い
の
販
路
を

開
放
し
た
、
地
域
を
越
え
た
大
型
の
提
携
と
見
做
す
こ
と
が
で
き
る
。

西
村
屋
は
そ
の
後
も
馬
喰
町
周
辺
の
板
元
と
の
提
携
を
強
化
し
て
い
る
。

文
政
期
の
合
巻
の
出
版
部
数
の
増
加
や
相
板
に
よ
る
長
編
合
巻
の
刊
行

の
前
提
に
は
こ
の
よ
う
な
板
元
の
提
携
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
こ
と
を
示

し
た
い
。
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※鶴見大学の最寄り駅はJR京浜東北線「鶴見駅」と京浜急行線「京急鶴見駅」です。
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